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人
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表

〉

小
林

光
輝

（
１
２
）

小
学
６
年
生

小
林

久
美

（
３
５
）

光
輝
の
母
親
・
主
婦

小
林

孝
雄

（
４
８
）

光
輝
の
父
親
・
会
社
員

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

光
輝
が
、
計
画
し
て
い
た
こ
と
を
実
行
す
る
話
。

〈

作

者

の

狙

い

〉

主
人
公
が
暴
力
に
染
ま
っ
て
い
く
様
子
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１.

小
林
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
）

一
軒
家
の
リ
ビ
ン
グ
。
白
で
統
一
さ
れ
た
高
級
家
具
が
置
い

て
あ
り
、
棚
の
上
に
は
白
い
だ
る
ま
が
置
か
れ
て
い
る
。

小
林
光
輝(

１
２)

、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
勉
強
し
て

い
る
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
中
学
受
験
用
の
教
材
が
重
ね
て
置
い

て
あ
る
。

光
輝
の
前
に
小
林
久
美(

３
５)

が
笑
顔
で
頬
杖
を
つ
い
て

座
っ
て
い
る
。

久
美
、
甘
え
た
声
で
、

久
美
「
光
ち
ゃ
ん
、
夕
ご
飯
は
何
が
い
い
？
」

光
輝
「
…
…
何
で
も
い
い
」

光
輝
、
問
題
を
見
た
ま
ま
答
え
る
。

久
美
「
じ
ゃ
あ
、
光
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
唐
揚
げ
に
し
よ
う
か
な
」

光
輝
「
…
…
」

久
美
「
マ
マ
が
見
て
な
く
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
て
ね
」

久
美
、
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
う
。

光
輝
、
鉛
筆
を
強
く
握
る
。

２.

小
林
家
・
玄
関
（
夜
）

小
林
孝
雄
（
４
１
）
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
て
黙
っ
た
ま
ま

入
っ
て
く
る
。

久
美
、
笑
顔
で
駆
け
寄
っ
て
、

久
美
「
お
か
え
り
な
さ
い
」

久
美
、
孝
雄
の
カ
バ
ン
を
受
け
取
り
、
靴
を
そ
ろ
え
る
。

孝
雄
、
ス
ー
ツ
を
脱
ぎ
、
久
美
に
渡
し
な
が
ら
、

孝
雄
「
光
輝
は
何
し
て
る
」

久
美
「
算
数
の
問
題
が
ま
だ
終
わ
ら
な
く
て
…
…
」

孝
雄
「
ま
た
か
」孝

雄
、
久
美
の
髪
を
掴
み
上
げ
て
、

孝
雄
「
お
前
は
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
る
の
か
？
」

久
美
、
痛
み
で
顔
を
ゆ
が
め
、
髪
を
押
さ
え
る
。

孝
雄
「
明
日
は
、
俺
が
見
る
か
ら
い
い
」



2

孝
雄
、
久
美
を
壁
に
叩
き
つ
け
、
風
呂
場
へ
入
っ
て
い
く
。

久
美
、
壁
に
寄
り
か
か
っ
て
、
笑
顔
に
な
る
。

３.

小
林
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）

光
輝
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
勉
強
中
。
解
き
終
わ
っ
た

問
題
集
を
向
か
い
側
に
置
く
。
孝
雄
、
そ
の
横
で
夕
ご
飯
を

食
べ
て
い
る
。

孝
雄
「
お
い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
ん
だ
」

光
輝
、
手
を
止
め
、
問
題
集
を
見
た
ま
ま
、

光
輝
「
あ
と
…
…
」

孝
雄
、
遮
る
よ
う
に
、

孝
雄
「
光
輝
、
俺
が
出
し
た
課
題
は
多
す
ぎ
る
か
？
」

光
輝
「
…
…
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
合
格
し
た
い
な
ら
、
こ
れ

ぐ
ら
い
は
普
通
だ
と
思
い
ま
す
」

孝
雄
「
そ
う
だ
よ
な
。
お
前
が
無
能
で
遅
い
だ
け
だ
よ
な
ー
」

光
輝
「
す
み
ま
せ
ん
、
お
父
さ
ん
。
す
ぐ
に
終
わ
ら
せ
ま
す
」

孝
雄
、
音
を
出
し
て
み
そ
汁
を
す
す
る
。

久
美
、
背
後
か
ら
光
輝
に
抱
き
つ
き
、
光
輝
の
耳
元
で

久
美
「
光
ち
ゃ
ー
ん
、
光
ち
ゃ
ん
が
早
く
終
わ
ら
せ
て
く
れ
な
い
と
、

マ
マ
が
パ
パ
に
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
？
」

光
輝
、
黙
っ
た
ま
ま
勉
強
を
続
け
る
。

４.

小
林
家
・
光
輝
の
部
屋
（
夜
）

鞄
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
ベ
ッ
ド
だ
け
が
置
い
て
あ
る
部
屋
。
机

は
な
い
。
壁
に
は
、
合
格
と
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
。
ポ
ス
タ

ー
に
は
無
数
の
小
さ
な
穴
が
開
い
て
い
る
。

光
輝
、
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
る
。

１
階
か
ら
物
が
倒
れ
る
音
、
怒
鳴
り
声
な
ど
が
聞
こ
え
て
く

る
。

光
輝
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
て
か
ら
、
鞄
か
ら
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

を
数
本
取
り
出
す
。

ダ
ー
ツ
を
投
げ
る
よ
う
に
合
格
の
ポ
ス
タ
ー
に
向
か
っ
て
繰
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り
返
し
投
げ
る
。

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
は
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
当
た
っ
て
落
ち
る
。

×

×

×

光
輝
、
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
。

暗
闇
の
中
、
部
屋
の
ド
ア
が
開
き
、30cm

定
規
を
持
っ
た

久
美
が
入
っ
て
く
る
。

光
輝
の
布
団
を
は
い
で
、
服
を
ま
く
る
。
定
規
で
背
中
を
強

く
叩
き
な
が
ら
、

久
美
「
光
ち
ゃ
ん
、
光
ち
ゃ
ん
の
せ
い
で
マ
マ
怒
ら
れ
た
よ
。
ど
う

し
て
い
つ
も
マ
マ
を
困
ら
せ
る
の
」

光
輝
、
痛
さ
に
耐
え
る
。

久
美
「
こ
れ
は
マ
マ
か
ら
の
愛
の
鞭
だ
か
ら
ね
。
光
ち
ゃ
ん
が
言
う

こ
と
を
守
れ
る
よ
う
に
躾
な
い
と
い
け
な
い
の
」

久
美
、
笑
顔
で
光
輝
を
叩
き
続
け
る
。

叩
く
音
が
暗
闇
の
中
で
響
く
。

５.

小
林
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
）

光
輝
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
勉
強
を
し
て
い
る
。

孝
雄
、
隣
に
座
り
、
光
輝
の
勉
強
を
み
て
い
る
。

久
美
、
昼
食
を
作
っ
て
い
る
。

孝
雄
、
突
然
光
輝
の
手
を
叩
き
、
強
い
口
調
で
、

孝
雄
「
お
い
、
さ
っ
き
と
同
じ
ミ
ス
し
て
る
ぞ
」

光
輝
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

光
輝
、
急
い
で
消
す
。
強
く
消
し
す
ぎ
て
紙
が
破
れ
る
。

光
輝
、
貧
乏
ゆ
す
り
を
始
め
る
。

孝
雄
「
そ
れ
や
め
ろ
っ
て
」

孝
雄
、
光
輝
の
足
を
叩
く
。

光
輝
、
鉛
筆
を
強
く
握
る
。

光
輝
「
お
父
さ
ん
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
き
て
も
い
い
で
す
か
？
」

孝
雄
「
は
？

何
回
目
だ
？
」

光
輝
、
答
え
ず
下
を
向
く
。

孝
雄
「
お
前
、
朝
か
ら
ト
イ
レ
時
間
だ
け
で
３
０
分
は
使
っ
て
る
ぞ
。

そ
ん
な
に
溜
ま
っ
て
ん
の
か
？
」



4

孝
雄
、
光
輝
の
お
腹
を
ぐ
り
ぐ
り
と
押
す
。

光
輝
、
下
を
向
い
た
ま
ま
耐
え
る
。

孝
雄
「
あ
っ
、
そ
う
だ
。
お
前
、
も
う
オ
ム
ツ
つ
け
ろ
」

光
輝
、
驚
い
て
孝
雄
の
顔
を
見
る
。

孝
雄
、
台
所
に
い
る
久
美
に
声
を
か
け
る
。

孝
雄
「
お
い
、
急
い
で
オ
ム
ツ
買
っ
て
来
い
」

久
美
、
嬉
し
そ
う
な
声
で
、

久
美
「
え
っ
、
光
ち
ゃ
ん
が
オ
ム
ツ
？
」

久
美
、
光
輝
を
見
る
。

孝
雄
、
光
輝
の
背
中
を
叩
い
て
、

孝
雄
「
オ
ム
ツ
ぐ
ら
い
、
大
し
た
こ
と
な
い
よ
な
、
光
輝
」

光
輝
、
下
を
向
い
た
ま
ま
答
え
な
い
。

×

×

×


